
平成３１年度　年間授業計画　　 （学力スタンダード対象科目用）
教科・科目・単位 対象学年・組

教科書（出版社） VISTA English Communication I New Edition  （三省堂） 副教材など

教科担任 佐々木　正夫　・　田中　典子　・　近藤　友加里 

年間

中間考査まで

１学期末まで

中間考査まで

２学期末まで

３学期 学年末まで

２　学習の目標

関心・意欲・態度

思考・判断・表現

技能

知識・理解

３　学習内容と評価の観点

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解

４　評価方法 （該当に○）
方法

テスト

作品法

観察法

その他

５　その他
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内容

　１学期（　中間　・　期末　）　２学期（　中間　・　期末　）　３学期（　期末　）

　実習結果　　レポート　　ワークシート　　他（　　　ノート提出　ワーク提出　　　）

　授業中の発言・挙手など　　　他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　）

正しい発音・不自然
でないイントネー
ションで発話でき

る。

暗唱文の意味内容
を理解し、それを踏
まえて発表してい

る。

新出単語の意味を理
解している。新出文法
を含む文の構造を理

解している。

15

16

16

分詞構文の意味
内容を正しく理解
することができ

る。

関係副詞を用い
て時や場所を説
明することができ

る。

関係代名詞を用
いて事物を説明
することができ

る。

新出単語の意味を理
解している。新出文法
を含む文の構造を理

解している。

新出単語の意味を理
解している。新出文法
を含む文の構造を理

解している。

新出単語の意味を理
解している。新出文法
を含む文の構造を理

解している。

評価の観点
時数

３学期 学年末考査まで レシテーション（暗唱発表）
積極的な態度
で発表を行って

いる。

自己の考えに
基づき表現して

いる。

レシテーション発表（３学期期末）

仮定の話や理想
について、仮定法
を用いて話すこと

ができる。

辻井伸行とその考えかたについて、英語で説明できる。関係副詞を用いた文を作ることができる。

バイオミメティクスについて英語で説明できる。分詞構文を用いた文を読んで即座に理解できる。

１学期

２学期

英文を正確に読み取ったり、まとまった英文を聞いてその概要を読み取ったりすることができる。

基礎的な英文法を理解し、２～３文程度の短い発話やライティングができる。

高校で学ぶ基礎的な語彙、文法の知識を身に付ける。

学期 月 学習内容（単元・指導内容） 備考

外国語（英語）・コミュニケーション英語Ⅰ・２単位 ３年全クラス

『英文法教室』（桐原書店）

１　科目の目標

ペアワークに積極的に取り組む。教師の発問に対し臆さず意志を表現することができる。

１学期

２学期

Dick Brunaの作品について、英語で説明できる。関係代名詞を用いた文を作ることができる。

教科書Lesson 10
関係副詞　形式主語it

教科書Lesson 11
分詞構文

教科書Lesson 12
仮定法

Steve Jobsの人生と伝えたかったことを英語で説明できる。仮定法を用いた文を作ることができる。

英文を覚え、英語らしい発音やイントネーションを踏まえて自己表現として発表を行うことができる。

中間考査まで
教科書Lesson 9

関係代名詞

発問に答える。ペア
ワークやグループ
ワークに積極的に

取り組む。

教科書の意味内容
を理解し、その要約

をすることができ
る。
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英語を用いて積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度を育成する。情報や考えなどを聞いたり読んだりして的確に理解したり、文字や発話
を通じて適切に伝えたりする基礎的な能力を養う。

発問に答える。ペア
ワークやグループ
ワークに積極的に

取り組む。

発問に答える。ペア
ワークやグループ
ワークに積極的に

取り組む。

発問に答える。ペア
ワークやグループ
ワークに積極的に

取り組む。

教科書の意味内容
を理解し、その要約

をすることができ
る。

教科書の意味内容
を理解し、その要約

をすることができ
る。

教科書の意味内容
を理解し、その要約

をすることができ
る。

期末考査まで

中間考査まで

期末考査まで


